New hemostatic therapy of bleeding of bladder by technique of drip-irrigation using a thrombin solution by 木村, 哲 et al.
Title膀胱出血に対するトロンビン灌流療法
Author(s)木村, 哲; 中村, 総; 中井, 秀郎














中 井 秀 郎
NEW HEMOSTATIC THERAPY FOR BLEEDING OF 
BLADDER BY TECHNIQUE OF DRIP-IRRIGATION 
       USING THROMBIN SOLUTION
  Satoru KIMURA, Soh NAKAMURA and Hideo NAKAI 
From the Department of Urology, the Second Tokyo National Hospital 
(Chief: Dr. S. Kimura)
   To control the bleeding from the bladder caused by radiation cystitis or transurethral 
surgery, drip-irrigation of bladder by indwelling a three-way Foley catheter using a thrombin 
solution, as a clotting agent, was done in 10 patients. 
   Five hundreds ml of solution containing  25,  000 units of thrombin was dripped out 
within 3 hours and repeated 2 times a day for 2 to 7 days. 
   The results were excellent in 2 cases, good in 6 cases and poor in 2 cases. No remark-
able side effects were observed.
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は じ め に
膀胱,子宮,結 腸などの骨盤腔内臓器の進行癌に放














に 対 す る止血 法 の一 つ と して,高 濃 度 の 局 所用 卜・ ン
ビ ン溶 液 の膀 胱 内 潅 流 に よる,止 血 効 果 を10症例 に お
い て検 討 した ので 以 下 報 告す る,
対 象 症 例
症 例 は,46歳 よ り80歳まで の 男5例,女5例 で,出
血 の主 因は,放 射 線 照 射 後 の 出血 性 膀 胱 炎7例,膀 胱
癌に 対 す る経 尿道 的 切除 術 後 出血3例 で あ った(Ta-
ble2).
治 療 法
治 療 法 は,膀 胱 腔 内 に24F・three-wayFoley
catheterを留置 し,局 所 用 トロ ン ビ ン25,000単位
を生 食 水500m1に 溶 解 した ボ トルを つ く り,2～3
時 間 で滴 下 し終 え る 速度 で膀 胱 内 を潅 流 させ,同 内 容
















1)著 効:2日 間の濯流 でHt:0.1%以下
2)有 効=4日 間の滋流 でHt:0.1%以下
3)やや有効:7日 間の滋流 でHt:0.25%以下
4)無 効:7日 間の濯流後血尿の比色変化なし
効 果 判 定
血 尿 の 色 調 をhematocrit(Ht)値で5段 階(5
%,i%,0.5%,0.25%,0.1%)を 設 定 して,潅 流
に よる血 尿 の 改善 の程 度 を 比 色 しTable1の ご とき
判 定基 準 に 従 って,著 効,有 効,や や 有 効,無 効 の4
段 階 で効 果 を臨 床 的 に 判定 した(Fig.2,Table1).




















視,細 菌;E.cell;2x106で尿路 感染症 が認めら






にまで軽減 した.し かし初めての試み で もあったの
で,合 計10回(5日間)潅 流を続けた.以 後血尿の増
悪はみ られなかった.潅 流期間中,尿 路感染に対する
化学療法を経 口的に併療した.潅 流終了後の膀胱鏡検
査所見では,放 射状毛細血管は温存していたが中心部






















認め られ たため経尿道的切除(TUR)と 止血 凝固
(TUC)を施行した.輪 血に よる貧血補正を行 って2
日後,血 尿がなお強 く続 いたため,ペ ットサイ ドで




































Fig.3.症例1=56歳,女 子,放 射 線膀 胱 炎 の膀 胱 鏡 所 見;(1)潅 流 前.
(2)50,000単位 潅 流 後 で 粘膜 は 真 綿 状 の フ ィブ リ ンで 被 わ れ て
い る.(3)ioo,000単位 潅 流 後,ほ ぼ 止血 して,ク モ の巣 状 の フ
ィ ブ リンの ネ ッ トが み られ る.(4)フィブ リ ンを 洗 浄 後 の 止 血 部.
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Table2.全10症例 の経 過 と成 績
症 例 年齢 性 原 疾 患 出血の原因 治療期間 使用総量 経 過 効果
1.K.N.62F子 宮 癌 放 射綜被爆5日
2.Y.T.67M進 行性膀胱癌TUR・bt後7日
3.T.T,72M多 発性膀胱癌TUR・bt後3日
4.M.K.56F子 宮 癌 放 射線被爆2日
5.Y.K.46F子 宮 癌 放射 線被爆4日
6.Y.N.64F進 行性膀胱癌TUR-bt後7日
7.T.H.80M進 行性膀胱癌 放射 線被爆7日
8.J.S.80M多 発性膀胱癌 放射 線被爆7日
9.T.O.78F子 宮 癌 放射 線被爆7日

































































無効2例 となった.無 効の2例 は ともに,膀 胱癌の












ヒ ト,牛 よ り分 離 精 製 した プR"トロ ン ビ ンにCaイ
オ ンの存 在 下 で,ト ロ ンボ プ ラ ス チ ンを作 用 させ て 製
成 した も の で,出 血 部 位 に おい て血 中 フ ィブ リ ノー ゲ
ンに 直 接 作 用 し て フ ィブ リ ンに か え て凝 固 ・1と血 を 期
待す る もの で あ る.
局所 用 トロ ン ビ ンの止 血 効果 に つ い て,最 初 に 報告
した の は,1939年にSeegersら1)で,肝 や 骨髄 の 出
血に 使 用 して,有 用 性 を 高 く評 価 した が,泌 尿 器科 領
域 で は,1936年～1946年にHendricksonz)がFoley
catheterのバ ル ー ンの 手 前 に 小 孔 を うが ち,こ の孔
か ら トロ ン ビ ン溶 液 が 噴 出 す る よ うに 改 良 した.い わ
ゆ るFoley-Hendricksonbagcatheterや,トロ ン
ビ ンを浸 み 込 ませ た 布 袋 を 被 せ たHagner-bagを用
い て恥 骨 上 前 立 腺 摘 出術48症例,経 尿 道 的 前 立腺 切 除
術470症 例 の術 後 出 血 に 対 す る止 血 効果 を 検討 し,極
め て効 果 的 で あ った と報 告 した が,本 邦 で は1957年に
鮫 島3>が膀 胱 の結 核,癌,乳 頭 腫,結 石,炎 症 に起 因
す る 出血 に 対 し て30cc量 の注 入,留 置,排 液 の繰
返 し法 で有 用 性 を 検 討 して い る が5u/cc濃 度 の トロ
ン ビ ン溶 液 で,出 血 性膀 胱 炎 に 極 め て 効 果 的 で あ った
と述 べ て い る.楠 ら(1957)4)は5単位1ccト ロ ン ビ ン
溶 解 生 食 水 を 用 い て,前 立 腺 別 除 や膀 胱 部 分 切 除術 後
に100cc量 で 膀胱 洗 浄 して 出 血 量 の減 少 を 測 定 した
とこ ろ,未 使 用 の コ ン トPル 群 の73.3%に止 まった
と報 告 し て い る.原 田 ら(1957)5)は恥 骨後 前 立腺 別
除術 後 に 前 立 腺 床 に 留 置 した 細 管 を通 して,500単 位
以 内 の トロ ン ビ ン溶 解 液 を 注 入 止 血 して 有効 で あ った
と報Aし た.米 川 ら(1982)6)は経 尿道 的手 術 後に 留
置 したFoleycatheterを通 して,筆 者 と同 じ25,000
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